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1. 授業の概要（ねらい）
　春期に引き続き、各自が関心を持っている問題について調べてきてもらい、自由に発表・報告してもらいます。
　文字文化・教育に接点のある内容であればテーマの選択は自由です。発表のための文献の調べ方・まとめ方などは授
業中にアドバイスしますので、初めて発表するという学生でも大丈夫です。報告を１回してもらい、最後にレポートを提出し
てもらう予定です。特に初めて発表をする学生には、テーマの選び方、資料集め方・調べ方、レジュメの作成方法といった
基礎から個別に指導していきたいと思っています。

2. 授業の到達目標
　自ら選択したテーマについて、調べて発表・報告をする力の向上。

3. 成績評価の方法および基準
　発表内容（７０％）を最も重視しますが、各発表後の討論への参加度（３０％）も評価の対象とします。

4. 教科書・参考文献
教科書
適宜、個別に指示します。

5. 準備学修の内容
　図書館での文献調査の徹底。各自が設定したテーマに沿って発表準備を着実に進めること。

6. その他履修上の注意事項
　積極的に討論に参加してください 。

7. 授業内容
【第１回】 　授業方針の説明
【第２回】 　（新規参加者のため）調査の仕方の説明
【第３回】 　（新規参加者のため）図書館利用の具体的方法
【第４回】 　（新規参加者のため）報告の仕方の解説
【第５回】 　第１回報告
【第６回】 　第２回報告
【第７回】 　第３回報告
【第８回】 　第４回報告
【第９回】 　中間考察
【第10回】 　第５回報告
【第11回】 　第６回報告
【第12回】 　第７回報告
【第13回】 　第８回報告
【第14回】 　第９回報告
【第15回】 　最終レポートのまとめ方解説


